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担当
内線

１ － ２ － ２

令和 3 年度 ～ 3 年度 89,341 千円

歳出科目：09.05.06.02.01
千円

89,341 千円

市費
69,318 千円
国費

0 千円

県費 令和元年度 令和２年度 令和３年度 単位

0 千円 53.8 32.2 ― ％
60.0 60.0 60.0 ％
66.6 49.2 ― ％
75.0 75.0 75.0 ％

その他
20,023 千円

84,902 千円

令和３年度 単位

実績値 48.1 ％
目標値 60.0 ％
実績値 64.0 ％
目標値 75.0 ％

中程度 ない
ある ※対象・手段の変更

ない
⑧受益者負
担適正化余
地

ない
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必要性 有効性

大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

改善推進

　半田市福祉文化会館は築３０年以上経過しており、老朽化により大規模な改修を必要として
いる。令和２年度に策定した「半田市福祉文化会館長寿命化計画」に基づき予防保全による施
設改修を行い施設の長寿命化を図る。
　新型コロナウイルス感染症拡大の前と比較すると、利用者数が減少している。計画的な利用
環境の整備をすることにより利用者数の増加に努める。
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⑥類似事業の有無
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　実績値のとおり、ホールと講堂の稼働率は昨年度と比較して向上した。新
型コロナウイルス感染症予防対策のための施設の利用制限やイベントの開催
自粛があったものの、文化芸術や生涯学習の活動が徐々に回復し、稼働率向
上につながった。

得
ら
れ
た
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果
と
実
績

値

成果指標

①ホールの稼働率

②講堂の稼働率

Ｃ

事業の
評価・課題

C

　全国的に新型コロナウイルス感染症拡大があったが、施設管理者だけでなく、利
用者にも感染予防対策に協力してもらい安全に施設を利用することができた。
　また、空調機・照明灯などの設備を修繕することで、より快適な利用環境に整備
することができた。

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

今後の事業
の方向性

目標値

②講堂の稼働率
実績値

目標値

実績値

目標値

Ｐ
総合計画： 単位施策： 文化の振興と継承

予
算
見
積
書
で
活
用　福祉文化会館（雁宿ホール）の安心・安全・快適な管理運営は、市民に

とって文化芸術の価値を見出し、触れ親しめる拠点施設としての役割を担う
ことにつながるため。

財源内訳

総
合
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画
と
の
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係
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と
予
算
根
拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： ―

事業概要等

事業概要：

  半田市福祉文化会館（雁宿ホール）は築30年以上が経過してい
るため、計画的な修繕を行うとともに多様化する市民ニーズに対
応しながら会館の適正運営に努め、文化会館、中央公民館及び福
祉センターの複合施設として市民の文化・芸術の振興、生涯学習
の推進及び福祉の増進に寄与する。

事業目的：
文化・芸術、生涯学習及び福祉の活動拠点として、半田市福祉文
化会館を適切に管理運営する。
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全体事業期間： 全体事業費等：

会計 一般会計

事業内容：
文化会館、中央公民館及び福祉センターの複合施設として利用者
にとって安心・安全な施設管理運営を行う。

問題点・
課題等：

　築30年以上が経過しているため、大規模の修繕が必要となって
いる。また、施設内の備品等も老朽化しているため、更新が必要
となっている。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

　市民の文化・芸術の振興、生涯学習の推進及び福祉の増進に寄与する。

目標値や目指すべき状態

①ホールの稼働率
実績値

令和４年度(令和３年度実施事業分)主要事業評価シート 31-6

PDCA 主要事業名 福祉文化会館管理運営事業 部課名 生涯学習課
瀧本

23-7331


